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事務事業評価 令和元年度実績あ

No. 活 動 指 標 達成度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 成 果 指 標 達成度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 評価

 目標値 48 52 目標値 46.0 48.0

 ( R1 ～ R3 ) 実績値 68 － 実績値 43.8 －

 [件] 達成率 141.7% － [％] 達成率 95.2% －

 目標値 100 125

実績値 85 －

[件] 達成率 85.0% －

令和元年度 令和 2 年度 目標値 6 12

24,053 23,658 実績値 6 －

23,359 － [累計：団体] 達成率 100.0% －

No. 活 動 指 標 達成度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 成 果 指 標 達成度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 評価

 目標値 3,700 3,700 3,700 目標値 1,315 1,315 1,315

 ( H25 ～ ) 実績値 3,703 3,587 － 実績値 1,308 1,278 －

 [人] 達成率 100.1% 96.9% － [千㎡] 達成率 99.5% 97.2% －

 目標値 1,300 1,300 1,300

実績値 1,774 1,714 －

[人] 達成率 136.5% 131.8% －

令和元年度 令和 2 年度 目標値

16,000 16,000 実績値

16,000 － 達成率

No. 活 動 指 標 達成度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 成 果 指 標 達成度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 評価

 目標値 1 1 目標値 12 12

 ( H27 ～ R1 ) 実績値 1 1 実績値 12 12

 [回] 達成率 100.0% 100.0% [件] 達成率 100.0% 100.0%

 目標値 1 1

実績値 1 1

[回] 達成率 100.0% 100.0%

令和元年度 令和 2 年度 目標値

8,341 実績値

7,701 達成率

No. 活 動 指 標 達成度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 成 果 指 標 達成度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 評価

 目標値 3 3 3 目標値 1,042 1,190 1,209

 ( H19 ～ ) 実績値 3 3 － 実績値 1,253 1,348 －

 [回] 達成率 100.0% 100.0% － [件] 達成率 120.2% 113.3% －

 目標値 15 16 18

実績値 15 16 －

[団体] 達成率 100.0% 100.0% －

令和元年度 令和 2 年度 目標値

1,803 13,844 実績値

1,667 － 達成率

事 業 名 ・ 事 業 概 要 ・ 予 算 額 主 な 事 業 内 容

1

ふるさと創生NPO活動応援事業

平成 30年度

運営アドバイザーの派遣件
数

総収入が500万円以上
の団体の割合県民生活・男女共同参画課

　ＮＰＯの人材育成や活動の支援、活性化を図
るため、「おおいたボランティア・ＮＰＯセン
ター」の運営を委託し、講座、アドバイザーの
派遣や相談対応等を実施するとともに、地域課
題解決に取り組むＮＰＯ活動への支援を行う。

企業訪問等の件数 事 業 の 成 果 ・ 今 後 の 方 針
　ＮＰＯ団体の課題にきめ細かに対応できる運営アドバイザーの派遣や基礎講座
等の実施により、ＮＰＯ団体の基盤強化が図られた。
　また、地域課題解決に取り組むＮＰＯ活動への補助を実施し、様々な分野にお
いてＮＰＯ団体の基盤強化や地域課題の解決が図られた。
　引き続き、（公財）おおいた共創基金と連携し、ＮＰＯによる公益活動の活性
化に取り組む。

区分

①おおいた共創基金の運営
　　　　　　　　    11,410
②おおいたボランティア・Ｎ
　ＰＯセンターの運営
　　　　　　　　　   4,041
③ふるさとの創生を図るＮＰ
　Ｏ活動に対する補助
　　　　　　　　　 　2,695

Ｂ

事 業 名 ・ 事 業 概 要 ・ 予 算 額 主 な 事 業 内 容

2

クリーンロード支援事業

平成 30年度

補助事業採択ＮＰＯ数

予算

決算

美化事業
ボランティア活動参加人数

事 業 名 ・ 事 業 概 要 ・ 予 算 額 主 な 事 業 内 容

3

地域を担うNPO協働モデル創出事業

平成 30年度

予算 16,000

決算 16,000

中間報告会開催数

県民生活・男女共同参画課

　ＮＰＯの公共の担い手としての認知度を向上
し、活性化を図るため、ＮＰＯと行政、企業等
による多様な主体との協働を推進し、地域課題
の解決に継続的に取り組むモデルを創出する。

県・市町村との協働
件数県民生活・男女共同参画課

　さまざまな社会の課題や地域の課題を解決す
るため、庁内外で協働に関する施策を進め、Ｎ
ＰＯ、行政、企業等による多様な主体との協働
を推進する。

ＮＰＯ現場体験研修の研修
先ＮＰＯ数

事 業 の 成 果 ・ 今 後 の 方 針
　協働に関する各種会議の実施や県・市町村職員を対象としたＮＰＯ現場体験研
修を通じて、ＮＰＯ、行政、企業などさまざまな立場から社会貢献活動に関する
意見交換等が行われ、ＮＰＯ活動への理解や協働の促進が図られた。
　引き続き、研修等を通しＮＰＯ、行政、企業等多様な主体による協働の推進に
努める。

ボランティアが行う
草刈り面積道路保全課

　住民との協働による効果的な道路管理体制の
確立を図るため、草刈りや花植え、清掃など道
路環境の美化活動を行うボランティア団体に対
して、活動奨励金及び資材費の一部を授与す
る。

支援事業
ボランティア活動参加人数

事 業 の 成 果 ・ 今 後 の 方 針
　草刈り面積は、概ね目標を達成する結果となっており、官民協働による道路の
美化を行うことができた。
　今後も効果的な道路維持管理体制の確立に向け、より多くの団体に参加しても
らうための継続的な広報活動（県庁ＨＰへの掲載、ラジオスポット放送、市町村
への事業紹介依頼等）の実施に取り組んでいく。

区分

①草刈り活動を行う団体に対
　し、活動奨励金を授与
　　　　　　　　　　14,000
②花植え等を行う団体に対
　し、活動奨励金等を授与
　　　　　　　　　　 2,000

モデルの構築数

予算 1,386

決算 1,067

Ｂ

Ａ

Ａ

成果報告会開催数 事 業 の 成 果 ・ 今 後 の 方 針
　地域課題に対し、ＮＰＯが行政や企業等と協働して取り組むことで、地域の課
題解決が図られるとともに、様々な形の協働の推進が図られた。
  また、その取組内容を報告会や会議等で発表するとともに、事例集として整
理・周知したことによりＮＰＯ活動への県民理解と参加の促進、協働モデルの普
及を推進することができた。協働モデルが１２事業構築され、当初の事業目的を
概ね達成したことから当該事業は終了する。
　なお、今後はこれまで実施されてきた協働モデル事業の普及を図る。

区分

①ＮＰＯが企業や行政等と協
　働して地域課題を継続的に
　解決する協働モデルを創り
　出すことを目的とした委託
　事業の実施
　　　　　　　　　　 8,000
②協働モデル事業の中間・成
　果報告会の実施
　　　　　　　　　　   208

事 業 名 ・ 事 業 概 要 ・ 予 算 額 主 な 事 業 内 容

4

NPO協働推進事業

平成 30年度

予算 16,728

決算 16,094

区分

①大分県協働推進会議やＮＰ
　Ｏ現場体験研修の実施
　　　　　　　　　　   479
②ＮＰＯフェスタ開催
　　　　　　　　　　 　464
③おおいたＮＰＯ情報バンク
　おんぽの管理委託
 　　　　　　　　　　　414

大分県協働推進会議等の開
催回数
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事務事業評価 令和元年度実績あ

No. 活 動 指 標 達成度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 成 果 指 標 達成度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 評価

 目標値 2 2 2 目標値 300 350 400

 ( H25 ～ ) 実績値 6 1 － 実績値 1,117 867 －

 [回] 達成率 300.0% 50.0% － [人] 達成率 372.3% 247.7% －

 目標値 7 13 15

実績値 24 15 －

[回] 達成率 342.9% 115.4% －

令和元年度 令和 2 年度 目標値 5 5 7

4,670 4,806 実績値 17 16 －

4,634 － [人] 達成率 340.0% 320.0% －

Ａ

事 業 名 ・ 事 業 概 要 ・ 予 算 額 主 な 事 業 内 容

5

災害ボランティアセンター運営支援事業

平成 30年度 災害ボランティアセンター
運営現地研修参加人数予算 4,708

決算 4,665

災害ボランティアセンター
運営リーダー研修開催回数

災害ボランティアセン
ター運営スタッフ研修受
講者数県民生活・男女共同参画課

　県内で大規模災害が起きた際に、被災地でボ
ランティアの力が十分に発揮できるようするた
め、災害ボランティアセンターの機能強化を図
る。

災害ボランティアセンター
運営スタッフ研修開催回数

事 業 の 成 果 ・ 今 後 の 方 針
  全国各地で毎年のように災害が発生している状況を受けて、災害に対する意識
向上の取組が充実した結果、各市町村の災害ボランティアネットワークの設置が
促進され、その活動も活性化されたことで、受講者数が目標値を大きく上回っ
た。
　引き続き、研修を通じた人材育成に努め、災害発生時の速やかな災害ボラン
ティアセンターの設置と円滑な運営が行えるように取り組む。

区分

①災害ボランティアセンター
　運営スタッフ研修の実施
　　　　　　　　 　　2,222
②災害ボランティアセンター
　運営リーダー研修の実施
　　　　　　　　 　　1,901
③災害ボランティアセンター
　運営現地研修の実施
　　　　　　　　 　　  508
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